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 これらのことから AMH は月経周期等に影響されず、正確に卵巣予備能を知り妊孕性を予
測ツールとして有効といえる。そこで、AMH に関する最近の内外の研究（2009～2011）結
果から、生殖看護にどのように生かすことができるかを考察した。 
なお、AMH 値の単位は、ng/ml と pmol/L の表示があるが、どちらを使用するかは統一さ






れるカーブがその変化をもっともよく反映していた。年齢と AMH の normogram は将来の妊
孕性に関わる問題に対して女性と話し合う際には有用なツールになるが、個人差も大きい
ことを知る必要がある。 
W. Hamish Wallace と Thomas W.Kelsey（2004）らが、胞状卵胞数の年齢推移の関連を
報告した。卵巣内の貯蔵卵数（胞状卵胞数）は、妊娠 5 カ月～6 カ月の胎児の時が 500 万
個~700 万個で最も多く、出生時には 200 万個に減少し、12 歳前後で 30 万個、35 歳で 5万
個と減少する。その後急激に減少し、50 歳で 1000 個程度となり閉経することを明らかに
した２）。（図１） 




なスロープと傾斜急なスロープの 2 相性からなり年齢とともに低下した。3 パーセンタイ
ルのグループでは 22 歳での段階ですでに胞状卵胞数が 8個未満との低値を示し、50%パー
センタイルのグループでは一定の割合で下降し、75 パーセンタイルのグループでは 45 歳
に至った時点で卵胞数の急激な減少が認められた。これらの結果から同年齢の女性におい
ても卵胞数の減少の状態は異なることが明らかになったと報告している３）。 




 われわれは、W. Hamish Wallace らが述べる図１に示される単に年齢と卵巣予備能の変化
だけでなく、F.Shehata と B.Almog がいう図２のような卵巣予備能力には大きな個人差が
あることを常に女性たちに情報提供する必要がある。 
  
２．女性の一生の AMH の変化には個人差が大きい。生後 1 年ほどは特に FSH が上昇しこれ
が 一時的に卵胞発育を促し AMH も一時的に高まる。これらの上昇が将来の妊孕性に重要
な意味を持っていることを知る必要がある。 
Thomas W(2011)らは年代別に 3260 例の女性を対象にし、生後 0歳から各年代ごとの AMH
平均値と上限 95％と下限 5%の限界値が明らかにした。4歳まではゴナドトロピンレベルは
低く、卵胞発育はごく一部に限られ 、従って AMH レベルは低いレベルに留まった。4歳こ
ろから 思春期に向かいゴナドトロピンレベルが徐々に上昇し、それにつれ卵胞発育も促さ
れ AMH レベルも徐々に上昇していた。 8 歳から 14 歳頃までは中等度のレベルに保たれ，
その再び上昇を始め 20 歳から 26 歳に最も高いレベルを維持し、その後、加 齢にともに毎
年 10％ほどの割合で低下し、40 代後半できわめて低値となり健全な卵胞は枯渇するものと
思われた。 また、出産後 1年ほどはゴナドトロピン、特に FSH が上昇し、これが 一時的
に卵胞発育を促し AMH も一時的に高め、その後、ゴナドトロピンは低下し、卵胞発育も 4
歳までは抑制された状態に留まることがわかった４）。(図３) 
産後 1年ほどのゴナドトロピンの上昇は生理的に重要な意味があると考えられている。






S.Kalliol（2011）らは、妊娠 13～41 週の胎児から得られた卵巣 37 個を対象に免疫組織
検査により AMH の発現の有無を調査した結果、妊娠 23 週以降に確認でき、胎児血清 AMH
は正期産にむけ徐々に上していた。新生児の血中 AMH は正期産群 29 名、妊娠 32.1～36.7
週の後期早産群 23 名、妊娠 24.7～31.9 週の早期早産群 11 名の 3グループから血液の採取
および経腹超音波で卵巣の状態を観察し、生後 1週間、3カ月後、13～17 カ月後の経緯を
調査した。その結果、3 グループ全てにおいて出産後 1 週間内の血中の AMH レベルは正期
産群 0.33ng/ml、後期早産群 0.21 ng/ml、早期早産群 0.16 ng/ml といずれも低値を示した
が、3 か月後は正期産群 2.78 ng/ml、後期早産群 2.75 ng/ml、早期早産群 0.77 ng/ml と
上昇した。その後、血中 AMH レベルは 13～17 カ月にかけ低下し、正期産群 1.58 ng/ml、













の閉経年齢の平均値は 50.2 歳であり、母親の閉経年齢に基づいて 3群に分け、早期閉経群
45 歳以下で閉経した群 68 名、正常閉経群 46～54 歳で閉経した群 383 名、後期閉経群 56
歳以上で閉経した群 77 名であった。 
母親が正常閉経群で 20.0～29.9 歳群では AMH16.6pmol/L、胞状卵胞数は 17.1 個、30.0～
34.9 歳では 12.4 pmol/L、14.7 個、35.0～39.9 歳では 8.5 pmol/L、10.3 個であり、各群
で有意差が認められた。母親が早発閉経群での 20.0～29.9 歳群では AMH18.6 pmol/L、17.7
個、30.0～34.9 歳では 9.2 pmol/L、11.4 個、35.0～39.9 歳では 8.5 pmol/L、9.9 個と急
激に低下した。母親が後期閉経群で 20.0～29.9 歳群では AMH14.4 pmol/L、14.3 個、30.0
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  ng/ml  
 図４    早産期別の生後３カ月までの子どもの AMH 値変化 
 




  pmol/L 
図５  母親の閉経年齢別の娘の AMH 年代別変化 
 
 
Late maternal menopause is associated with stable anti-mullerian hormone levels and antral follicle count in daughters during 
reproductive age：: J.G.Bentzen,A.pinborgl,E.C.laesen,E.W.Andersen.Copenhagen,Denmark. 
 
